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博物館の共同利用

大学生・教員のためのみんぱく活用
研究の成果、展示物や所蔵資料、文化・学術情報、施設などを大学の教育と研究にひろく活用していただくための制度を設けています。

※大学・短大等からの団体入館者件数
ECC国際外語専門学校（402）、上田安子服飾専門学校（116）、追手門学院大学（229）、大阪大学（179）、大阪大谷大学（76）、大阪学院大学（68）、大阪教育大
学（136）、大阪芸術大学（252）、大阪成蹊大学（51）、大阪総合デザイン専門学校（158）、大阪デザイナー専門学校（55）、大阪モード学園（53）、関西大学（109）、
岐阜女子大学（53）、京都外国語大学（62）、京都市立芸術大学（146）、京都精華大学（252）、京都造形芸術大学（87）、京都橘大学（148）、甲南大学（169）、神戸
大学（85）、神戸女子大学（126）、摂南大学（123）、タキイ研究農場付属園芸専門学校（84）、東京大学（96）、東北学院大学（60）、ドレスメーカー学院（107）、文
化服装学院（60）、大和大学（93）、龍谷大学（285）

（以上、国内1団体50人以上）などから、108団体5,348人

平成28年度利用実績 98件3，168名（無料利用）

展示場の利用

データベースの利用

若手研究者の育成
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年度別展示場の大学授業利用者数の推移

学術資源研究開発センターは、本館が所蔵する学術資源の学際的かつ国際的共同利用性を高度化することを目的として、平成29年4月1日に設
置されました。

センターの設置目的

学術資源研究の開発
国立民族学博物館には、約34万点の標本資料や約7万点の映像・音響資料、約67万冊の書籍、本館の所蔵資料をはじめ、多様な研究資料や
写真資料、研究成果に関連するデータベース、文化人類学者・民族学者が残したフィールドノートや調査資料からなる民族学研究アーカイブズ
等があります。これらは人類の文化や活動に関わる文化資源であり、人類の過去、現在、そして未来を考えるための貴重な学術資源でもありま
す。本館では、これらの学術資源に関する研究成果や情報を「フォーラム型情報ミュージアム」とよばれるデータベースや、特別展・企画展･巡回
展など多様な媒体を利用して公開するなど、学術資源の共同利用性を学際的かつ国際的に高めるプロジェクトを実施しています。本センター
では、これらの研究プロジェクトを支援するとともに、新たに立案し、推進します。

平成29年度には、おもに3つの事業を展開します。

フォーラム型情報ミュージアム構築プロジェクトの研究推進と支援
本館では、平成28年度より人間文化研究機構の機関拠点型基幹研究プロジェクト「人類の文化資源に関するフォーラム型情報ミュージアムの構
築」を実施しています。平成29年度には、「アイヌ資料」や「台湾･琉球関連資料」など4件の開発型プロジェクトと「中国資料」や「中東資料」な
ど7件の強化型プロジェクトを実施します。本センターでは、標本資料名の統一化・多言語化などについて研究します。また、データベースの構
築や編集、発信などに関して各プロジェクトの推進を支援します。

特別展・企画展・巡回展プロジェクトの研究推進と支援
本館では、学術資源やそれらに関連する研究成果を公開するために、特別展や企画展、巡回展を実施しています。平成29年度には、特別展

「ビーズ―つなぐ・かざる・みせる」と「よみがえれ! シーボルトの日本博物館」、企画展「カナダ先住民の文化の力 過去、現在、未来」と「アイヌ木
彫の今」（仮称）、巡回展「イメージの力―国立民族学博物館コレクションにさぐる」などを実施します。本センターでは、これらの展示を行うため
の研究を進めるとともに、実施するための支援をおこないます。

学術資源の共同利用性の高度化に関する研究
平成29年度には、いかにすれば本館の学術資源の学際的・国際的な共同利用化が進展し、大学教育や学術研究、知識の一般社会への普及、
文化の担い手による文化の創成等に効果的に貢献できるかについて研究します。

学術資源研究開発センター

平成29年度事業

展示場の利用
教員同伴のもと、大学の講義・セミナーおよび公式行事（例：新入生オリエンテーション等）で
展示場を利用する場合、事前申請をすると観覧料が無料となります。
見学に教員が同行しない場合、または専門学校及び専修学校（専門課程に限る）の授業
で見学する場合、シラバス等、授業内容が明記された資料を提示すると、割引料金で観
覧できます。
 
図書室の利用
文化人類学・民族学を中心とした文献図書資料が約67万点。
大学の授業等での図書室見学も受けつけています。

標本資料の利用
世界中から収集した標本資料が約34万点。
大学における教育や研究目的で利用する場合、利用料は無料です。

映像・音響資料の利用
みんぱくが制作したものなど、世界各地の映像・音響資料が約７万点。
約770あるビデオテーク番組はＤＶＤで視聴できます。

データベースの利用
所蔵資料や、研究資料・成果の膨大な情報が自由に検索できます。

催しへの参加
最新の研究成果や展示の解説など、一般公開の行事についてはどなたでも参加できます。

若手研究者の育成
大学院教育や研究員制度などを整備し、若手研究者を支援するさまざまな取り組みを実
施しています。


